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こ
の
間
の
説
明
会
で
、
「
都
市

計
画
税
導
入
問
題
」
に
つ
い
て
、

多
く
の
市
民
か
ら
反
対
の
意
見

や
財
政
問
題
に
つ
い
て
提
案
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
市
長

は
、
「
か
な
り
の
市
民
に
ご
理
解

い
た
だ
い
て
い
る
」
（
コ
ミ
セ
ン
な

か
さ
と
＝
２
月
５
日
）
と
結
論

付
け
ま
し
た
。
果
た
し
て
本
当

に
そ
う
な
の
で
し
よ
う
か
。 

   
 

説
明
会
で
年
金
生
活
の
方
か

ら
、
「
暮
ら
し
が
大
変
。
導
入
し

な
い
で
く
だ
さ
い
」
「
都
市
計
画

事
業
は
全
市
的
な
課
題
。
市
街

化
区
域
だ
け
が
負
担
は
お
か
し

い
」
「
財
政
が
大
変
と
い
う
な
ら

同
和
関
係
予
算
な
ど
見
直
す
べ

き
」
な
ど
と
切
実
な
声
や
財
政

へ
の
提
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
に
対
し
て
市
は
、
「
厳
し

い
方
（
生
活
が
大
変
な
方
）
を
基

準
に
し
て
、
（
都
市
計
画
税
の
導

入
を
）
し
な
い
と
す
れ
ば
、
縮
小

再
生
産
（
市
民
サ
ー
ビ
ス
は
後

退
）
と
な
る
」
と
主
張
。
つ
ま
り

市
財
政
再
建
は
、
「
弱
い
立
場
の

市
民
を
基
準
に
で
き
な
い
」
と
の

負
担
」
が
大
原
則
で
す
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
た
と
え
所
得
が
な

く
と
も
課
税
さ
れ
る
都
市
計
画

税
は
こ
の
原
則
に
反
し
ま
す
。  

ま
た
、
「
都
市
基
盤
整
備
に

必
要
な
財
源
」
と
主
張
し
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
事
業
は
全
市
的

な
課
題
で
特
定
の
地
域
・
市
民

に
負
担
を
求
め
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

 
   

暮
ら
し
が
本
当
に
大
変
な
と

き
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
市
民
の

立
場
に
立
つ
財
政
議
論
が
必
要

で
す
。
市
は
説
明
会
で
市
民
か

ら
出
さ
れ
た
「
年
間
約
２
億
円

の
同
和
関
連
予
算
や
“
雇
い
止

め
・
解
雇
”
を
行
う
村
田
製
作

所
や
日
立
ツ
ー
ル
な
ど
市
内
大

企
業
に
対
し
て
今
後
、
２
億
８
０

０
０
万
円
も
の
補
助
金
な
ど
を

抜
本
的
に
見
直
す
べ
き
」
な
ど
の

意
見
に
は
否
定
的
で
す
。 

な
に
よ
り
も
多
く
の
市
民
か

ら
重
大
な
疑
義
や
建
設
的
な

提
案
が
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
こ
れ
を
無
視
し
て
導
入

強
行
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。 

主
張
で
す
。
さ
ら
に
、
「
な
に
も

増
税
は
し
た
く
な
い
」
と
言
い
な

が
ら
、
一
方
で
、
「
（
都
市
計
画

税
の
導
入
）
出
来
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
下
げ
ま

す
。
コ
ミ
セ
ン
も
博
物
館
も
休
館

に
し
ま
す
」
と
短
絡
的
で
、
ま
る

で
「
財
政
難
は
市
民
の
責
任
」
で

あ
る
が
ご
と
く
の
主
張
で
す
。
こ

れ
で
は
市
民
の
意
見
を
真
摯
に

聞
く
場
で
も
な
く
「
結
論
あ
り

き
」
の
説
明
会
で
す
。 

こ
の
よ
う
な
市
の
主
張
に
参

加
さ
れ
た
市
民
か
ら
「
も
っ
と
、

建
設
的
で
前
向
き
な
議
論
が
必

要
で
は
な
い
か
」
と
意
見
が
で
る

始
末
で
す
。 

   

都
市
計
画
税
導
入
と
な
れ

ば
市
街
化
区
域
全
体
で
約
３
億

円
の
増
税
に
な
り
ま
す
。
市
は

「
都
市
計
画
税
は
法
律
に
基
づ

く
必
要
な
税
制
。
こ
れ
ま
で
実

施
し
て
い
な
い
こ
と
が
お
か
し

い
」
と
主
張
し
ま
す
。
果
た
し
て

本
当
に
そ
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

本
来
の
税
制
の
あ
り
方
は
、
所

得
に
応
じ
て
負
担
す
る
「
応
能

財
政
難
を
理
由
に
し
た
都
市
計
画
税
導
入
に
対
す
る
市
民
説
明
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
市
は
「
概
ね
、
ご
理
解
い
た
だ
い
た
」
と
関
連
議
案
を
３
月
定
例
市
議
会
に

提
案
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
導
入
に
道
理
な
く
増
税
あ
り
き
で
多
く
の

市
民
か
ら
疑
義
が
だ
れ
て
い
る
中
で
の
強
行
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。 

 ３月定例市議会は３月１日から開催されます。今議会は新

年度の野洲市予算案とともに、国民健康保険税の大幅な値上
げや都市計画税導入議案の提案が予定されています。  
さらに、「集中改革プラン」に基づく、福祉・医療、教育

など全分野に渡りサービス切捨てと負担強化が提案されよ

うとしていいます。かつてなく市民犠牲を求める内容となり
ますが、共産党市議団はみなさんとともに暮らし優先の市政

実現へがんばります。ご意見・ご要望をお寄せください。 

日本共産党野洲市委員会 
２０１０年２月１４日 №１９４ 

 小菅六雄 (電話・FAX）589-4971 （メール）shgdy177@ybb.ne.jp  
野並享子 (電話・FAX）587-0985 （メール）no73kyo_ko@ybb.ne.jp  
太田健一 (電話・FAX）588-3169 （メール）kensan.world21@docomo.ne.jo  
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３月１日（月）本会議（議案提案） 
１０日（水）、１１日（木）、１２日（金） 

本会議（議案質疑、代表・一般質問） 
１５日（月）委員会（議案審議） 
１６日（火）委員会（議案審議） 
１７日（水）委員会（議案審議） 
１８日（木）委員会（議案審議） 
１９日（金）委員会（議案審議） 
２３日（火）委員会（議案審議）予備日 
２５日（木）本会議（議案採決） 

 


